
　コロナ禍で、私たちは集まり、出会い、対話す
る自由を制限されてきました。
　社会的孤立の深刻さが増す中、一人ひとりが
参加し、お互いの声を聴き合う時間や空間を共に
創っていくことが、今こそ大事にされるときです。
　この度、“京（今日）から再びつながる”をテーマ
に、イベント「kyotoこころつながるプロジェク
ト」を開催します。
　このイベントに参加して、自分と違う考えにふ
れたり、つながりの喜びや楽しさを体験して、共
に生きる福祉のまちづくりを一緒に考えてみませ
んか。

 2 ごあいさつ
 4 特集１　  孤立・孤独を防ぐ支え合い活動
 6 特集２　  孤立・孤独への取組
 8  子どもが安心して暮らせる地域社会
 10  各部署の取組を紹介
 12   子どもの居場所づくり運営者のための

助成金活用セミナー・ご寄付のお礼

いつもの散歩が地域のつながりづくりに
わんわんパトロール活動は４ページをご覧ください

kyotoこころつながるプロジェクト
３月５日（土） 10時30分～15時

SDGs 多様性 社会貢献 まちづくり コミュニケーション

ゼスト御池
河原町広場
参加型アート、
活動団体PR 等

会場

1
会場

3 モダン・タイムス
９組のアーティストによる
ミュージックライブ

会場

2
QUESTION
（クエスチョン）
トークセッション、ワーク
ショップ、作品展示 等

開催予告
３会場
同時開催
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
会
の
運
営
並
び
に
事
業
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
社
会
経
済
情
勢
の
悪
化
や
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
貧
困
や
生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
等
が
急
激
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
、
生
活
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
方
々
へ
の
相

談
対
応
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
々
に
対
す

る
寄
り
添
い
支
援
や
、
子
ど
も
の
孤
立
や
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
子
ど
も

食
堂
等
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を
重
点
的
に
強
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
等
の
指
定
管
理
施
設

に
お
い
て
も
、
利
用
さ
れ
る
方
々
が
安
全
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
十

分
な
感
染
防
止
対
策
を
図
っ
た
運
営
を
行
う
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
た
取
組
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
京
都
市
の
財
政
危
機
を
改
善
す
べ
く
発
出
さ
れ
た
行
財
政
改

革
は
、
本
会
は
も
と
よ
り
地
域
の
福
祉
関
係
者
の
方
々
に
と
っ
て
も
大
変

厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
が
ま
だ
ま
だ
不
透
明

で
あ
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
我
慢
の
時
期
が
続
く
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
厳
し
い
局
面
の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
会
は

京
都
市
域
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
団
体
と
し
て
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
「
共
に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち
『
京
都
』
の
実
現
」
を
目

指
し
て
、
市
・
区
・
学
区
社
協
活
動
の
方
向
性
を
示
し
た
「
京
都
市
の
社

協
基
本
構
想
」
と
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
た
「
推
進
計
画
」
を
着
実
に
実

行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
村
井
信
夫
顧
問
を
は

じ
め
役
員
の
皆
様
や
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
築
き
上
げ
て
き
た
実
績
を
礎

に
、
京
都
市
と
の
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
様
々
な
課
題
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
・
区
・
学
区
の
地
域
福
祉
活
動
発
展
の
た
め
、
京
都

市
民
生
児
童
委
員
連
盟
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
団
体
・
施
設
等
と
の
協

働
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
最
善
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

本
年
が
、
京
都
市
域
の
福
祉
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
更
な
る
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
支
援
並
び
に
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
四
年
元
旦

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い

日
々
で
し
た
。

　

京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
生
活
資
金
に

お
困
り
の
方
に
対
す
る
貸
付
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
を
多
岐
に

わ
た
っ
て
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
小
石
玖
三
主
会
長
、
村
井
信
夫
顧

問
を
は
じ
め
と
さ
れ
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
御
熱
意
と
多
大
な
御

尽
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
常
々
の
御
指

導
・
御
支
援
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
共
々
に
守
り
抜
く
！
本
市
で

は
医
療
関
係
者
は
じ
め
市
民
・
事
業
者
の
皆
様
の
御
理
解
の
下
、
医
療
・

検
査
・
相
談
体
制
を
大
幅
に
強
化
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
大
き
く
進
み
ま
し

た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
新
た
な
年
。
感
染
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
市
会
、
市

民
、
各
界
代
表
の
皆
様
と
対
話
を
深
め
、
府
市
協
調
で
切
れ
目
の
な
い
コ

ロ
ナ
対
策
を
推
進
。
市
民
生
活
・
雇
用
・
経
済
・
教
育
・
文
化
・
観
光
の

下
支
え
、
回
復
に
全
力
投
球
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
支
援
等
の
分
野
で
、
国

の
水
準
を
上
回
る
施
策
を
展
開
。
そ
れ
ら
は
、
全
国
ト
ッ
プ
水
準
の
福

祉
、
子
育
て
、
保
育
・
幼
児
教
育
の
質
の
確
保
や
保
育
所
等
待
機
児
童
８

年
連
続
ゼ
ロ
、
小
・
中
学
生
の
学
力
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
、
都
市
格
の
向

上
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
度
」
全
国
１
位
等
の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
こ
の
間
、
年
間
人
件
費
２
７
０
億
円
削
減
を
は
じ
め
と
す

る
行
財
政
改
革
を
推
進
。
経
済
も
活
性
化
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
５
年
間
で
市

税
収
入
は
９
％
増
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
収
支
不
均
衡
の
構
造
が
長
く
続
く
中
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
そ
こ
へ
コ
ロ
ナ
禍
。
本
市
の
財
政
は
今
、
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
輝
か
し
い
京
都
の
未
来
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
や

困
難
を
抱
え
る
方
々
の
た
め
に
、
ま
ず
は
市
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
等
の
行

財
政
改
革
を
断
行
。
限
ら
れ
た
財
源
を
吟
味
・
再
配
分
し
、
市
民
の
皆
様

に
丁
寧
に
御
説
明
し
な
が
ら
、
京
都
な
ら
で
は
の
福
祉
、
子
育
て
、
教

育
、
安
心
安
全
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
京
都
の
強
み
を
生
か
し
た
成
長
戦
略
に
も
着
手
。
激
甚
化
す

る
災
害
へ
の
備
え
と
と
も
に
、「
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
正
味
ゼ
ロ
」

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
用
地
・
オ
フ
ィ
ス
、
働
く
場
所
の
確
保
や

住
居
の
創
出
で
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
都
市
に
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、〝
挑
戦
と
改
革
〞
で
確
か
な
未
来
を
展

望
し
ま
す
。

　

魅
力
と
活
力
あ
る
京
都
の
ま
ち
、
持
続
可
能
な
未
来
へ
。
覚
悟
を
決
め

て
市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人 

京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会　
会
長　
　

小こ

石い
し 

玖く

三み

主す

だ 

い
　 

さ 

く

か 

ど
　 

か 

わ

京
都
市
長

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
！

「
共
に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち『
京
都
』の
実
現
」を
目
指
し
て

持
続
可
能
な
財
政
を
確
立
し
、魅
力
あ
ふ
れ
る
京
都
を

共
々
に
未
来
へ
！
改
革
に
邁
進
し
ま
す
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京
都
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、「
地
域
支

え
合
い
活
動
創
出
事

業
」
を
京
都
市
か
ら
受

託
し
、
各
区
社
協
に
地

域
支
え
合
い
活
動
創
出

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
全
区
で
12
名
）
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

□ 

新
し
い
活
動
を
始
め
て
み
た
い
。

□ 

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
い
。

□ 

地
域
の
支
え
合
い
活
動
に
参
加
し
た
い
。

□ 

活
動
を
支
援
し
た
い
。

□ 

他
団
体
と
つ
な
が
り
た
い
。

□ 

活
動
上
で
悩
み
が
あ
る
…
等
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
今

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」
を
一
緒
に
考
え
な

が
ら
、
孤
立
・
孤
独

を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

孤
こ り つ

立・孤
こ ど く

独を防
ふ せ

ぐ
支
さ さ

え合
あ

い活
か つ ど う

動 がうまれています
　新型コロナウイルス感染症に大きな影響を受け、多くの地域活動が休止
や延期、縮小を余儀なくされ、さまざまなつながりが阻害される状況にな
りました。しかし、このピンチをチャンスにすべく、これまで積み重ねて
きた活動を見つめなおし、活動への想いや意義を再確認し、新たな可能性
を探る機会として捉えることもできます。再開に向けて、さまざまなアレ
ンジやチャレンジを共有し、新しい支え合い活動を広げていきましょう。

愛
犬
と
と
も
に
、

気
に
か
け
あ
え
る
地
域
に

　
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　
下
京
区
で
は
、
飼
い
主
が
愛
犬
と
と
も
に
で
き
る
支
え

合
い
活
動
と
し
て
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
腕
章
を
着
用
し
な
が
ら

散
歩
を
し
、
挨
拶
し
合
っ
た
り
、
愛
犬
を
き
っ
か
け
と
し

て
会
話
を
交
わ
し
た
り
、
困
っ
て
い
そ
う
な
方
が
い
れ
ば

「
何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
等
の
声
か
け
を
意
識

す
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
あ
た
た
か
な
見
守
り
が
、
顔
の

み
え
る
関
係
性
を
つ
く
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。

電
話
を
通
じ
て
、

人
と
つ
な
が
る
安
心
感
を

お
し
ゃ
べ
り
電
話
事
業

　
「
お
元
気
で
す
か
」「
体
調
に
お
変
わ
り
な
い
で
す
か
」

こ
の
よ
う
な
電
話
を
か
け
て
い
る
の
は
、
お
話
し
相
手
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
こ
れ
ま
で
か
ら
山
科
区
で
は
、
定
期
的

に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
安
否
確
認
を
含
め
た
見
守
り

を
す
る
「
お
し
ゃ
べ
り
電
話
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ご
様
子
を
伺
う
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た

〝
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
方
〞
が
増
え
る
中
、
山
科
区
社
協

で
は
、
身
体
状
況
に
よ
っ
て
通
い
の
場
に
出
向
け
な
い
方

や
、
一
日
中
誰
と
も
話
せ
ず
寂
し
い
気
持
ち
を
抱
え
た
方

の
心
の
拠
り
所
に
な
る
活
動
と
し
て
、
地
域
や
関
係
団
体

と
と
も
に
本
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を

身
近
な
も
の
にＺ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
体
操

　
東
山
区
で
は
、
毎
週
月
曜
日
に
学
区
社
協
会
長
を
は
じ

め
、
地
域
の
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
施
設
等
を
対

象
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
フ
レ
イ
ル
の
進
行
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
取
組
で
は
体
を
動
か
す
こ
と
で
健

康
増
進
を
図
る
目
的
と
合
わ
せ
て
、
地
域
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
の
利
用
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
扱
い
に
慣

れ
て
こ
ら
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
用
に
自
信
を
つ
な
げ
て

い
る
ご
様
子
。
東
山
区
で
は
今
後
は
広
く
区
民
へ
周
知
し

「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
体
操
」
の
本
格
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
取
組
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

に
よ
っ
て
地
域
活
動
の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
集
１

下京

山科

東山

ピンチをチャンスに

地
域
支
え
合
い
活
動
創
出

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

▲活動時にリードに着用するオリジナル腕章

お

元
気

ですか？

　毎日のワンコとの散歩が、地域のつながり・
絆を深められる見守り活動にもなることを令
和２年度「地域支え合い活動入門講座」で知
り、受講者とともに「わんわんパトロール雅

みやび

の会」として活動
しています。コロ
ナ禍でも不安な
くできる、気軽な
支え合い活動と
して広げていき
たいです。

\ 活動者の声 /

▼ホームページ
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特
集
２

　Ａさんは、 専門学校中退後、 人の目が気になり自宅から出られなくなった、
40代男性です。 母と二人暮らしでしたが、 母が亡くなり、 独居となったＡさんか
ら窓口に 「これから、 どうしたらいいのかわからない」 と相談がありました。 今
後の生活を一緒に考えていくため、 よりそい支援員による支援を開始しました。
　支援を進める中で、 「自宅前の草木が道にはみ出してきて困っている」 と話し
てくれました。 本人と一緒によりそい支援員が剪定作業を行いました。 しかし庭
は広いので今後も庭の片づけ等が必要であるため、 地域の担い手の方に協力
依頼できるか区社協に相談してみることになりました。 これをきっかけに、 区社
協職員や地域の方と顔の見える関係をつくっていこうと思っています。

　下京区社協が地域住民の皆さんととも
に進める 「緑ある居場所づくり」 の活動に、
ひきこもっている方も参加しています。 花
を育てることを通じてお互いを理解し合っ
たり、 ゆるやかなつながりを構築したり、
それぞれが役割を発揮しながら活動して
います。

孤こ

り

つ立
・
孤こ

ど

く独
へ
の
取と

り

組く

み

〜
組そ

し

き織
で
連れ

ん
け
い携

し
た
相そ

う

　だ
ん談

支し

援え
ん

〜

新
た
な
仕
組
に
よ
る
ひ
き
こ
も
り
支
援
が
始
ま
り
、

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、
１
年
を
通
し
て

見
え
て
き
た
課
題
や
実
際
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「よりそい・つなぐ」相談窓口では、ひきこもる
本人やご家族によりそい、 不安や困りごと、
思いを受けとめています。

相談実績 （令和２年９月１日～令和３年８月31日）

相談対応
新規相談
ケース数

１回のみの
相談

継続相談
（２回以上の関わり） １月平均 ケース相談 一般相談

411 142（35％） 269（65％） 34.2 380 31

相談ケースへの対応回数 （※本人、 家族 ・親族以外の関係機関への連絡調整は除く）

電話 来所 訪問 メール その他 合計 １ケースあたり
平均対応回数

1063 325 16 53 25 1482 3.6

窓口への相談方法

相談者内訳

対象者性別

対象者年代

メール １％来所 ５％ 不明 ２％

電話 94％
男性
65％

女性
33％

電話での初回相談が９割以上を占める。
相談者のタイミングで気軽に相談できるこ
とが理由と考えられる。

親からの相談が多い。 親以外の親族からの
相談は、 本人が中高年齢層等で、 将来の生
活を心配した兄弟姉妹等からの相談が多い。

コロナ禍による失業等の影響から、 困りご
とを抱えておられる女性も増えていると考
えられる。
（参考 ： 内閣府の平成30年度調査による男女比は
男性76.6％、 女性23.4％）

これまで相談につながらなかった40代～
50代の相談も多い。 若い世代の相談も一
定数ある。 （※一般相談除く）

0 50 100 150 200

親

親以外の親族

本人

関係機関

その他

行政

地域

不明

184人
63人
59人
58人

13人
6人
6人

22人

0 20 40 60 80 100

10 代

20 代
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33人

0 50 100 150 200

親

親以外の親族
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関係機関

その他

行政

地域

不明

184人
63人
59人
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13人
6人
6人

22人

0 20 40 60 80 100

10 代

20 代

30 代

40 代

50 代

60 代

不明

94人
70人
63人

54人

48人

18人
33人

ひきこもる本人の思いを大切にし、社会参加ができるように、京都市社会福祉協議会では、
よりそい支援員による伴走型支援とともに社協の総合力を生かした取組を行っています。

● 相談を通して…
　窓口での相談を通して、 不安や困りごとの整理がついたことで、 解決に向かった
事例もありました。
　しかし、 声をあげられず、 相談につながっていない方もまだ多いと思われます。
　相談の中では、 仕事を失ったり、 就労の時期を逸してしまった人、 リモート授業中心
になった大学生など、 コロナ禍の影響で孤立感を深める方の声も受けとめています。

個別支援を通じて地域とつながる （事例は一部加工しています）

　チャレンジ就労体験事業に興味はあるがハードルが
高いと感じている方や、 支援者と一緒なら参加できる
方に向けて、 区社協・チャレンジ就労担当者と連携し、
まずは一日から参加できる就労体験を試行的に開始
しました。 これまでに、 よりそい支援員とともに花壇
の整備やラベル貼り、 ゴミ袋ガウン作りを行いました。
　ひきこもっている方ができる仕事をつくりだし一緒
にやってみることで、一歩踏み出せるような支援を行っ
ています。 今後も区社協や、 法人内の部署が連携し、
体験者に応じた様々なプログラムをすすめていく予定
です。

チャレンジ就労体験事業と連携して社協全体で仕事を生みだす

住民とともに居場所づくりをすすめる ～下京プチガーデンプロジェクト～

　参加された方は地域の方との交流やチャレンジ就労体験事業を通して「はじめは不安がいっぱいだっ
た」が支援員と一緒に他の参加者や地域の方と交流できて「楽しかった」と話され、「続けてやってみたい」
と次の一歩に進んでみたいという変化がみられています。
　このように、地域の方々とともに、ひきこもっている人に合った役割をつくり出す、人と人とがつな
がる場をつくるなど、社協の強みを活かし、一人ひとりに合った支援を今後も進めていきます。

完成したゴミ袋ガウン

※ チャレンジ就労体験事業とは、 一般就労が難しい方に就労
の場を提供し、 就労 ・ 社会生活のステップアップを図るこ
とを目的としている事業で、 京都市から委託を受け実施し
ています。

　相談窓口や区保健福祉センターからつながった相談で継
続的かつ丁寧な支援が必要なケースについては、 よりそい
支援員が本人のペースを大切にしながら、 面談、 訪問、 同
行の伴走型支援をしています。

よりそい支援員
の支援について

※ 「よりそい ・ つなぐ」 相談窓口、 よりそい支援員は京都市の委託を受けて実施しています。
▲ 「よりそい・つなぐ」

相談窓口HP
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「知
し

りたい！子
こ

ども食
し ょ く ど う

堂の醍
だ い ご み

醐味」
子

こ

ども食
し ょ く ど う が く し ゅ う か い

堂学習会＆講
こ う え ん か い

演会を開
か い さ い

催
つながり広

ひ ろ

げる　
きょうと「こどもみらい笑

え が お び ん

顔便」

「子
こ

どもの居
い ば し ょ

場所」と連
れ ん け い

携する児
じ ど う か ん

童館スタッフ
―醍

だ い ご に し

醐西子
こ

どもの居
い ば し ょ

場所づくり実
じ っ こ う い い ん か い

行委員会の取
と り く み

組―
児童館

事業部

　じ　どう　かん

じ　ぎょう　ぶ

ボランティア

支援部
し  えん  ぶ

　
令
和
２
年
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
ー
Ｃ
地
区
・
京
都
市
・

京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
定
を
締
結
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に

食
品
や
日
用
品
を
届
け
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
等
を
通
じ
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
事
業
を
一

部
の
小
学
校
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
地
域
で
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
見
守
り
、
支
え
る
活
動

が
今
後
も
広
が
っ
て
い
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
醍
醐
西
子
ど
も
の
居
場
所
」
は
、〈
様
々
な
環
境
に
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
作
り
、
地
域
の
大
人
で
大
切
に
育
て
る

こ
と
〉
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
に
開
設
さ
れ
、
食
事
・
学

習
・
遊
び
の
場
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
支
え
て
い

ま
す
。
こ
の
「
居
場
所
」
を
運
営
す
る
実
行
委
員
会
は
、
地
域

団
体
や
行
政
機
関
、
小
学
校
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
醍
醐
中
央
児

童
館
も
立
ち
上
げ
か
ら
参
画
し
、
会
場
の
壁
面
飾
り
や
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
相
手
・
話
し
相
手
な
ど
、
児
童
館
職
員
の
専
門
性

を
活
か
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
細
か
な
情
報
の
共
有
と
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
も
と
、

「
居
場
所
」
に
集
う
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
小
さ
な
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
丁
寧
な
対
応
や
言
葉
か
け
に
努
め
て
い

ま
す
。
児
童
館
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
皆
さ
ん

と
共
に
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ライオンズクラブ国際協会335－Ｃ地区の皆
さんからは、寄付や寄贈、配送品梱包作業
等の支援をいただきました。

地域支援部

ボランティア支援部

ち い き　　し え ん ぶ　

しえんぶ

　９月20日（月・祝）、「子どもの居場所づくり『支援の輪』サポート事業（京都市委託事業）」
のイベントとして、「子ども食堂学習会＆講演会～子ども食堂の役割や可能性について学ぶ～」
を開催しました。
　当日は緊急事態宣言が発令されていたためオンラインでの開催となりました。子どもの居
場所づくり実践団体や応援する企業・関係機関など、約130人の参加があり、講師の方から
の貴重なメッセージをいただきました。

　むすびえではホームページで
「新型コロナウイルス対策緊急
プロジェクト」ページを設け、
小児科医師による、実際の子ど
も食堂での正しい感染対策指導を動画に
して公開しています。（※右QRコードより参照）

　新型コロナウイルスにより全国でも多
くの子ども食堂が休止を余儀なくされました。少しで
も皆さんの活動が再開できるよう願っています。一緒
に頑張りましょう。

●子ども食堂が持つ価値とは
　「子ども食堂ってどんなとこ
ろ？」と聞かれたら皆さんなら
一言で何と答えるでしょうか。
　世間では、「食べられない子が行くところ」という
答えが圧倒的に多いです。しかし、実際の子ども食堂
は、子どもの貧困対策にとどまらず、地域の高齢者が
子どもたちとふれ合う場や、親御さんの大変な子育て
を支援するような、子どもを真ん中に置いた『多世代
交流の場』でもあります。地域社会の参加の場として
の価値に着目し、地域づくりを進めていきましょう。

●災害のたびに増えてきた子ども食堂
　災害のような非常時には、「普段からつながらない
と大変」という機運が高まり、身近な人たちと結びつ
く場として、子ども食堂の立ち上げにつながったとい
う事例がありました。
　災害やコロナ禍という非日常との隣り合わせが新し
い日常となっていく中で、居場所は平時において人と
人とのつながりを、非日常にはセーフティネットとな
る動きが期待されます。この循環を、子ども食堂が住
民同士の助け合いの拠点として生み出しています。
　誰一人取り残さない社会を目指して、一緒に取り組
んでいきましょう。

学習会 講演会

感染症対策ノウハウを
子ども食堂みんなのものに
山縣 郁子 氏
認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ　
感染症対策プロジェクト　リーダー

コロナ禍で見えてきた
子ども食堂の力
湯浅　誠 氏
認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ　
理事長

▲オンライン配信の様子

子どもが安心して  暮らせる地域社会

子育ての相談窓口等の

情報も入っており、困った時は

相談できる人がいるとわかって、

ほっとひといきつけた。

笑顔便を受け取った
家庭から感謝の声が
寄せられました。

活動を紹介するチラシとハロウィンの壁面かざり

コロナで外出しづらく、
しんどい思いをしているなか

届いたので、
子どもの喜ぶ顔を見られて

とてもうれしかった！
がんばろうと思えた。

レトルト食品や子どもが喜ぶキャラクターもののお菓子など、心づかいが身に染みて、ひとりじゃないと感じた。
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各部署の取組を紹介します

社会福祉研修・

介護実習普及
センター

しゃかいふくしけんしゅう

かいごじっしゅうふきゅう
動
ど う が

画で学
ま な

び、職
し ょ く ば じ っ せ ん

場実践
～介

か い ご け ん し ゅ う

護研修  オンライン動
ど う が し ち ょ う が た け ん し ゅ う

画視聴型研修～

感
か ん せ ん ぼ う し た い さ く

染防止対策と事
じ ぎ ょ う け い ぞ く

業継続の両
り ょ う り つ

立
長
ちょうじゅ

寿すこやかセンターの取
と り く み

組

地
ち い き ほ う か つ し え ん

域包括支援センター（高
こ う れ い

齢サポート）の
感
か ん せ ん し ょ う た い さ く

染症対策とこれからの取
と り く み

組について

日
に ち じ ょ う せ い か つ じ り つ し え ん じ ぎ ょ う

常生活自立支援事業
生
せ い か つ し え ん い ん

活支援員（臨
り ん じ し ょ く い ん

時職員）募
ぼ し ゅ う ち ゅ う

集中！
長寿
すこやか
センター

ちょうじゅ

生活

支援部

せい かつ

し　えん　ぶ

介護保険

事業部

かい　ご 　 ほ　けん

じ　ぎょう　ぶ

　高齢の方や知的・精神に障害のある方などで、福祉サービスの利用や日常的な
お金の管理などを自分一人で判断することに不安のある方を対象に、本人との契
約に基づき支援する事業です。
　支援計画に基づいて自宅などを訪問し、お手伝い（支援）を行っていただく
「生活支援員」を募集しています。
　また、生活支援員となるための養成研修の参加者も募集しています。
　詳しくは、どうぞお気軽に下記までお問い合わせください。
●養成研修　令和４年１月27日（木）、２月１日（火）、２月３日（木）の３日間開催
　　　　　　いずれも午後２時～３時45分。３日間全て受講いただくことが必要です。
　　　　　　会場は、ひと・まち交流館 京都　２階大会議室　事前申込制

　
本
会
で
は
、
京
都
市
内
に
５
カ
所
（
仁

和
、
御
池
、
東
山
、
陶
化
、
葛
野
）
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
高
齢
サ
ポ
ー
ト
）

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の

身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
車

い
す
を
中
心
と
し
た
福
祉
用
具
の
貸
出
し

や
、
買
物
支
援
が
必
要
な
地
域
で
は
移
動

販
売
の
取
組
を
推
進
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
セ
ン
タ
ー
が
地
域
生
活
課
題
へ
の
取

組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
感
染
予
防
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
訪
問

や
各
種
会
議
の
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
か
、
事
業
継
続
を
最
優
先
と
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
職
員
の
健
康
管
理
、
マ

ス
ク
着
用
や
手
指
消
毒
は
も
と
よ
り
、
相

談
ス
ペ
ー
ス
や
事
務
所
に
は
ア
ク
リ
ル
板

等
を
設
置
し
、
飛
沫
に
よ
る
感
染
予
防
の

取
組
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

宅
へ
の
訪
問
の
際
に
は
、
事
前
に
電
話
連

絡
を
し
て
体
調
確
認
を
行
い
、
換
気
や
密

に
な
ら
な
い
距
離
で
の
面
談
を
心
が
け
、

お
互
い
に
不
安
の
無
い
よ
う
に
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議

な
ど
地
域
団
体
、

関
係
機
関
と
の
意

見
交
換
、
情
報
共

有
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
書
面
で
の
開
催
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
な
ど
の
取
組
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、感
染
予
防
の
た
め
に
、

外
出
を
控
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
人
と
の
交

流
の
機
会
が
減
り
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
た
方
や
、
昔
な
が
ら
の
近
隣
と
の
お

付
き
合
い
で
の
見
守
り
の
機
会
が
減
り
、

家
族
の
訪
問
回
数
が
減
少
し
た
状
況
が
続

い
た
た
め
、
体
力
の
低
下
や
認
知
症
状
の

進
行
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
一
人
暮

ら
し
の
方
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応
し
た
支
援

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
は
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
た
「
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
」
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
は
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
に
お

け
る
地
域
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
の
方
々
の
支
援
に
は
、

本
会
の
強
み
を
活
か
し
た
地
域
の
福
祉
活

動
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。
関
係
者
と

共
に
、
地
域
活
動
の
再
開
と
活
動
の
充
実

に
向
け
て
も
、取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、介
護
予
防
の
普
及
啓
発
、

フ
レ
イ
ル
対
策
、
新
た
な
地
域
生
活
課
題

の
把
握
な
ど
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応

し
た
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
と
人
と
の
接
触

機
会
の
減
少
が
求
め
ら
れ
る
中
、
長
寿
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
工
夫
を
行
い
、
市

民
や
福
祉
専
門
職
を
対
象
と
し
た
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

１
相
談
事
業

　
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
は
、
や
む
を
得
な
い

場
合
を
除
き
来
所
相
談
の
自
粛
を
求
め
て
い
ま

し
た
が
、
電
話

や
メ
ー
ル
と

い
っ
た
非
接
触

の
手
段
を
積
極

的
に
活
用
し
、

様
々
な
相
談
に

対
し
て
通
常
通

り
対
応
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、

緊
急
事
態
宣
言

発
令
中
で
あ
っ

て
も
、
平
常
時
と
ほ
ぼ
同
等
の
件
数
の
相
談
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
講
座
研
修・交
流
会
等
事
業

　
や
む
を
得
ず
中
止
・
延
期
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、可
能
な
限
り
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

予
定
通
り
の
開
催
に
努
め
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
講
座
・
研
修
の
取
組
は
、
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
が
、

受
講
希
望
者
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
研
修
・
介
護
実
習
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
様
々
な
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
研
修
内
容
が
職
場
で
の
実
践
に
役
立

て
ら
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
介
護
研
修
で
は
、
受
講
者
の

業
務
の
都
合
の
良
い
時
間
に
学
べ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
動
画
視
聴
型
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
テ
ー
マ
は
「
腰
痛
予
防
と
持
ち
上
げ
な

い
介
助
」
で
、
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
の
移
乗

場
面
で
持
ち
上
げ
ず
、
腰
痛
予
防
し
な
が

ら
介
助
す
る
方
法
を
動
画
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
介
助
者
だ
け
で
な
く
、
支
援
対
象

者
に
も
負
担
の
か
か
ら
な
い
、
よ
り
よ
い

介
助
方
法
の
研
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
実
施
か
ら
３
カ
月
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
多
く
の
方
が
学
び
を
活
か
し
て

職
場
で
実
践
さ
れ
、
対
象
者
へ
の
支
援
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
研
修
・
介
護
実
習
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
他
の
業
界
か
ら
介
護
職
に
転

職
さ
れ
て
き
た
方
で
も
学
び
や
す
い
介
護

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
当
セ
ン

タ
ー
の
研
修
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

受講３カ月後アンケート  ～受講者の声～
● 研修受講後、支援対象者の負担にならない介
助を心がけるとともに、自分の身体も負担が
かからないよう姿勢に気をつけたり、ベッド
の高さを調整するようになりました。今では
支援対象者の残存機能を活かした介助に取り
組んでいます。

研修情報は
こちら

申込・問合せ先　生活支援部　TEL.（075）354-8734

介護研修　オンライン動画視聴型研修
　～腰痛予防と持ち上げない介助～　
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075-255-0883

令和２年
	11月	 関西遊技機商業協同組合
	12月	 特定非営利活動法人国際技術交流協会
		  京セラ株式会社 従業員一同
		  京セラ株式会社 本社
		  京セラ労働組合 京都支部
		  ライオンズクラブ国際協会335-C地区
		  株式会社 ホテルプリンセス京都
令和３年
	１月	 ライオンズクラブ国際協会335-C地区
	３月	 オーシャン貿易株式会社
	４月	 横井 廣子

	５月	 木曽 和紀
		  大里 博一
	６月	 Dream財団
		  株式会社三賀
		  北野天満宮
		  ライオンズクラブ国際協会335-C地区
	７月	 ライオンズクラブ国際協会335-C地区
	９月	 株式会社ピエラス
	10月	 ライオンズクラブ国際協会335-C地区
		  株式会社 紅中 名誉会長 中村 暢秀
	11月	 公益財団法人 京遊連社会福祉基金
※�その他複数の匿名の方からもいただいています。

ご寄付のお礼
貴重なご厚志
ありがとうございました。
（敬称略）

気を緩めず
コロナ感染防止対策の
継続を！
　当館では、消毒作業など、様々な
感染防止対策を行っていますが、利
用の際は、基本的な感染防止対策に
引き続き取り組んでいただきますよ
うお願いします。
〔基本的な感染防止対策〕
◦マスクの着用
◦こまめな手洗い（消毒水の利用）
◦�３つの密（密閉・密集・密接）の
回避

　また、少しでも体調が優れない時
は、来館をご遠慮いただきますよう
お願いします。

ひと・まち交流館 京都  管理部から

２月 24日（木）  13:30～16:00
キャンパスプラザ京都 ＆ オンライン開催

　助成金をうまく活用して、子ども食堂をもっと元気に！
　助成金情報の探し方から、“思いが伝わる”書類の書き方など、
ちょっとしたコツをお伝えします。助成財団からのメッセージも！

講 師   ‌�久留宮 共樹氏（NPOの悉皆屋　くるみ屋）�  

宇野　 明香氏（ハピネス子ども食堂
特定非営利活動法人happiness ）

詳細・申込はこちら 　https://kyoto-kodomo.jp/
問合せ先 　地域支援部

TEL. （075）354-8732
FAX. （075）354-8738

子どもの居場所づくり運営者のための

助成金活用セミナー

12

�〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1
（河原町五条下る東側）「ひと・まち交流館 京都」

●発行人／小石玖三主 ●編集人／芳賀正昭 ●編集協力／株式会社きかんしコム

ホームページで京都市社
協の活動を映像でご覧い

ただけます。携帯電話でもバーコードリーダーで右の
QRコードを読んで簡単アクセス!

　  京都市社協

●発行／社会福祉法人 京都市社会福祉協議会
186号 2022年１月17日発行

TEL.（075）354–8731 FAX.（075）354–8736
京都市社会福祉協議会では、京都市
における環境負荷の管理・低減の規
格であるKESステップ２を認証取得
し、環境負荷軽減に努めています。

この広報誌は一部共
同募金の配分金で発
行しています。


